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（
敬
称
略
）

◎
本　

所

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ク
ル
ふ
れ
あ
い
会

　

会
長　

南
雲　

千
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇
五
、
九
八
三
円

◎
古
川
支
所

・
匿　

名　
　
　
　
　
　

三
一
、
五
〇
〇
円

・
古
扇
会　

代
表　

星　

エ
イ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
岩
出
山
支
所

・
株
式
会
社
ヒ
シ
ヌ
マ　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

・
匿　

名　
　
　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
鳴
子
支
所

・
鳴
子
温
泉
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
（
高
齢
者
の

　

集
い　

上
川
原
・
川
渡
地
区
）

　

代
表　

高
橋　

久
志　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
田
尻
支
所

・
大
阪
府
田
尻
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ　

　

ケ
実
行
委
員
会　
　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
敬
風
園

・
ダ
イ
コ
ー
株
式
会
社　

代
表
取
締
役

　

児
玉　

康
資　
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

・
匿　

名　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

・
匿　

名　
　
　
　
　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
本　

所　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

・
佐
藤　

昭
一
…
…
食
材
等
多
数

　

◆
義
援
金

・
鹿
郷　

昌
利
…
…
生
卵
（
八
〇
パ
ッ
ク
）

・
太
子
食
品
工
業
㈱
古
川
清
水
工
場
…
…
豆

　

腐
（
二
〇
〇
丁
）

・
㈲
阿
部
喜
商
店
…
…
ヨ
ー
グ
ル
ト
類　
　

　

（
一
三
〇
ヶ
）

・
薄
井　

智
史　

他
三
名
…
…
パ
ッ
ク
ご
は

　

ん
（
一
二
ヶ
）

・
尾
西
食
品
㈱　

代
表
取
締
役

　

尾
西　

洋
次
…
…
α
米
（
一
〇
〇
〇
食
）

・
ホ
ク
ト
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

　

水
野　

雅
義
…
…
し
め
じ
、
ま
い
た
け
、

　

エ
リ
ン
ギ
（
六
二
箱
）

・
社
会
福
祉
法
人
ひ
ま
わ
り
福
祉
会

　

理
事
長　

津
久
井　

わ
か
ゑ

　

横
浜
Ｂ
ａ
ｙ
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
ラ
イ
オ
ン
ズ

　

ク
ラ
ブ　

会
長　

小
川　

一
夫

　

㈱
石
井
商
事　

代
表
取
締
役

　

足
立　

友
和
…
…
衣
類
（
一
〇
箱
）

◎
古
川
支
所

・
ホ
ン
ダ
オ
ー
ト
販
売
㈱
…
…
介
護
用
品
、

　

食
品
、
日
用
品
類
（
四
〇
点
）

・
㈱
ま
る
し
ん
…
…
ス
チ
ロ
ー
ル
ど
ん
ぶ
り

　

（
五
〇
枚
）
、
紙
皿
（
五
〇
枚
）

・
宮
城
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

会
長　

鈴
木　

修
…
…
毛
布
、
ロ
ウ
ソ　

　

ク
、
軍
手
等

・
㈱
ユ
ダ
仙
台
営
業
所　

相
談
役

　

市
川　

滉
…
…
米
（
三
〇
kg
）
、
ト
マ　

　

ト
、
ネ
ギ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
白
菜
（
各
一
箱
）

　

◆
救
援
物
資
寄
附

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
心
温
ま
る
義
援
金

並
び
に
救
援
物
資
を
大
崎
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
皆
様
よ
り
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
頂
い
た
義
援
金
・
救
援
物
資
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
崎
市
内
に
お
い
て
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
へ
の
支
援
及
び
本
会
が
運
営
す
る
施
設
等
に
お
い
て
、
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金
・
救
援
物
資
寄
附
者
ご
芳
名

温
か
い
善
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
〜
六
月
三
十
日
受
付
分

　

平
成
23
年
３
月
11
日
㈮
午
後
２
時
46

分
に
発
生
し
た
大
地
震
か
ら
４
ヵ
月
半

が
過
ぎ
、
こ
の
震
災
に
よ
り
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
、
ご
家
族
の
皆
様
方

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
的
協
力
、
物
資
提
供
、
義

援
金
の
ご
厚
意
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

協
力
等
、
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
に
お
い
て
も
、 

３
月
11
日
㈮
午

後
２
時
50
分
に
「
大
崎
市
社
協
災
害
対

策
本
部
」
を
設
置
し
、
直
ち
に
本
会
の

介
護
事
業
所
等
の
安
否
確
認
、
被
害
状

況
調
査
等
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
、
利
用
者
・
職
員
等
の
人

的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
施

設
設
備
（
主
に
給
湯
・
空
調
関
係
）
や

建
物
等
の
物
損
被
害
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
寸
断
さ
れ
、
さ
ら
に
車
輛
等
に
係
る

燃
料
不
足
な
ど
、
介
護
事
業
所
等
の
一

時
休
止
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
や
施
設
の

安
全
確
保
が
で
き
た
３
月
25
日
よ
り
順

次
、
事
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ

た
宮
城
県
沿
岸
部
の
要
介
護
者
を
積
極

的
に
受
入
れ
る
こ
と
と
し
、
３
月
19
日

か
ら
東
松
島
市
の
要
介
護
者
を
「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム 

敬
風
園
」
に
て
受

入
れ
、
現
在
も
支
援
を
継
続
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
大
崎
市
と
の
連
携
の
も
と
、
南

三
陸
町
等
か
ら
避
難
さ
れ
た
方
々
に
対

す
る
協
力
支
援
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
も
、
３
月
12
日
に
「
大
崎
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

14
日
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
閉
所
ま

で
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
、

被
災
家
屋
内
の
片
付
け
、
ガ
ラ
ス
破
片

の
撤
去
、
救
援
物
資
の
搬
出
、
ゴ
ミ
集

積
所
へ
の
運
搬
等
へ
の
協
力
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
厚
意
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
４
日
か
ら
、
石
巻
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
協
力
支
援
の
た
め
、
連

日
２
〜
４
名
の
当
会
職
員
を
派
遣
し
て

お
り
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

の
協
力
要
請
に
対
し
て
も
、
岩
沼
市
へ

職
員
１
名
を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
、

そ
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
崎
市
社
協
で
は
、
未
曾
有
の
大
災

害
に
よ
る
被
害
規
模
の
甚
大
な
石
巻
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
石
巻
市
社

協
）
へ
の
協
力
支
援
を
す
る
た
め
、
派

遣
チ
ー
ム
を
３
班
編
成
し
、
石
巻
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

災
害
Ｖ
Ｃ
）の
運
営
を
支
援
し
て
お
り
、

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

石
巻
市
社
協
で
は
、
津
波
に
よ
り
沿

岸
部
に
面
し
て
い
た
支
所
な
ど
の
建
物

を
失
い
、
ま
た
職
員
や
そ
の
家
族
、
各

種
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
方
々
が
死
亡
、

ま
た
は
現
在
も
行
方
不
明
で
あ
る
と
い

う
途
方
も
な
い
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

　

当
然
、
石
巻
市
社
協
本
部
も
壊
滅
的

な
被
害
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
石

巻
専
修
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
放
し

て
い
た
だ
き
、
連
日 

約
２
、０
０
０
名

を
超
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

関
係
者
の
テ

ン
ト
サ
イ
ト

や
物
資
倉
庫
、

５
０
０
台
収

容
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
備

え
た
、
日
本

最
大
規
模
の

Ｖ
Ｃ
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
設
当
初
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
通
信

網
、
ト
イ
レ
も
無
い
状
態
で
、
非
常
に

苦
慮
し
た
面
も
多
か
っ
た
が
、
現
在
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
易
い
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
巻
市
災
害
Ｖ
Ｃ
で
は
、
従
来
の
個

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応
の
み
な
ら
ず
、

自
衛
隊
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
大
き

な
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
規
模

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
運
営
さ
れ
、

北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
か
ら
多
く
の

方
が
駆
け
つ
け
、
全
国
で
も
突
出
し
た

人
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。                

　

平
成
23
年
７
月
10
日
現
在
状
況

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
（
活
動
）
数

　

７
、３
９
４
件  

７
９
、２
０
４
名

　

主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

瓦
礫
の
撤
去
や
家
屋
の
片
付
け
、
泥
出

し
作
業
、
写
真
や
大
切
な
思
い
出
の

品
を
修
復
す
る
作
業
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
へ
の
市
民
要

望
が
多
い
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、
家

屋
の
損
壊
状
況
か
ら
立
入
り
が
出
来
な

か
っ
た
り
、
人
力
に
よ
る
作
業
で
は
解

決
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
立
入
れ
な
い
地
域
や
、
冠
水

の
た
め
活
動
が
限
定
的
に
な
っ
て
い
る

東
日
本
大
震
災

 
　
「
東
日
本
大
震
災
」
の
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

《大崎タイムス撮影》
激しい揺れで堤防が崩壊。その上を走る市道もズタズ
タに切り裂かれ、トラック、乗用車が取り残された=3
月 12 日午後 4時、大崎市古川休塚

3月下旬、津波で深刻な被害を受けた沿岸自治体から
の集団 2 次避難が始まった。大崎市にも 3 月 30 日、
東松島市の住民が到着し、伊藤康志大崎市長が出迎え
た=大崎市鳴子温泉・農民の家

  

石
巻
市
災
害
支
援
派
遣
職
員

  

現
地
リ
ポ
ー
ト

地
域
も
多
く
、
復
旧
が
思
い
通
り
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

７
月
よ
り「
災
害
復
興
支
援
対
策
課
」

を
新
設
し
、
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
等

へ
の
引
越
し
・
生
活
支
援
や
市
民
の
手

に
よ
る
復
興
へ
向
け
た
活
動
の
支
援
な

ど
、
復
旧
支
援
か
ら
復
興
支
援
へ
向
け

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
て
い

く
方
向
性
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

今
後
も
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
通
常

の
生
活
に
も
ど
る
た
め
の
生
活
再
建
と

地
域
復
興
が
進
む
よ
う
、
地
域
力
を
活

か
し
た
復
興
支
援
活
動
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

               　

平
成
23
年
７
月　
　

記
《大崎タイムス撮影》
船と泥が入り込み、建物は瓦解。在りし日の活気は見る影もなく無
惨に変わり果てた中心商店街=3月 19 日、石巻市中央

《
大
崎
タ
イ
ム
ス
撮
影
》


